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1.はじめに
1-1研究の背景
手下足のため祭事を始めとした地域活動しり運営が困難に
なってきている｡運営を敢零し祭事の衰退した地方は､1虫
自性を持たない没個性的なまちとなり､まちが持ち得てい
た魅力を喪失しかねない｡
今後J)地方にとって､祭事を始めとした地域活動を維持
していく為にも転出者が故郷uy地域活動を支援していく
体制を整える事が重要である｡
1-2研究の目的
本研究では､埼玉県秩父市中宮地町からの転出者を対象
とLてLT･転出者の持つ故郷-の帰属意識の変化及び地域活
動への参加意欲の特徴､②地域活動参加に意欲的な転出者
に見られる帰省時の行動の特徴､(茸地域活動参加経験者の
活動参加要因を明らかにするOこれにより埼玉県秩父市中
宮地町からの転出者による故郷での地域活動支援 (i-の可能
性を示し､転出者が故郷の地域活動支援へ参加するための
指針を得ることを目的とする｡
1-3研究の枠組みと方法
2章では対象の選定､対象の概要､及び調査の方法を述
べる｡3章ではアンケー ト調査から､転出者の持つ故郷-
の帰属性及び地域活動への参加意欲の変化の特徴を明らか
に十･504章ではアンケー ト調査から､地域活動参加に意
欲的な転出者に見られる帰
省時の行動の特徴を明らか
にする｡5章ではアンケー
ト調査及びヒアリング調査
から､活動参加経験者と未
経験者との地域活動参加に 図1 研究のフロー
対する意識の差異より地域活動参加経験者の活動参加要
田を明らかにする｡6章では3､4､5章より得られた結
果をもとに､転出者が故郷でJ)地域活動支援-参加してい
くための指針を示す (図
1)Oまた本研究で用いる
用語の定義を示す(表1)a
表1 用語の定義
転出肴が故郷に戻り再び住まう行為
地域住民主休の地域における
1-4研究の位置づけ
本研究は転出者を扱った一連の研究に位置づけられる｡
外家族による帰省行動時の農作業に昔目し､農家の年齢分
類毎における労働力の特徴と意義を述べている｡転出者の
地方小都市定住条件に関する研究として､三村らニーは出身
者のふるさと回帰意識の情這分析を通じて､Uター ン世帯
向け住宅施策の在り方を提言している｡また片田ら31は住
民の転出･帰還行動の行動メカニズムの把握により､それ
に基づく定住施策の評価手法の開発を行っている｡
本研究は参加意識に昔目し､転出者が故郷における地域
活動の支援に貢献できる可能性を明らかにするという点に
特徴がある｡
2.調査概要
211対象の選定
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図2 秩父市人口推移 図3 秩父市転出入巻数推移
表3 アンケート内容
年齢 .各帰省における頻度.理由､行っていること
性別 .扶父内の『秩父を出る前からの知人』
秩父書出f=時の年齢､理由､気持ち ･秩父内の『秩父を出たあと知L)合った知人』
現霞の住んでいるところ ･まちの活動に対する参加書誌､理由
故藩への愛着 ･まちの活動への草加寺至境
･将来の帰iZ意誌とその理由
少し (図2､図3)(Jさ､深刻な過疎 ･高齢化が懸念されて
いる｡中宮地町は､市内n中央部に位置する650世帯 も51L
の住宅地域であ･う｡古くは養蚕によって栄え､そU)頃に建
造された秩父夜警のための宮地屋台や柿沢祭ほ､Jjためし'1
華鉾等を現在も保有しており､それらを守るための保存会
も存在している｡
2-3調査方法
本研究では､中宮地町内の全世帯を訪問し､転出者の有
無を聞き､1コl^ J)転出者を把握した上でアンケー ト調査
を実施したOまた､後日アンケー ト回答者のうち協力を得
られた数名にヒアリング調査を実施した｡アンナ- ト調査
･n概要及びアンケー ト内膏を示す (表2､表3)｡
3.転出者の持つ故郷への帰属意識の変化及び地域活動へ
の参加意欲の特徴
本章では､転出者の転出 ･帰還に対する意識から転出者
の故郷に対する考えの変化を分析するD
3-1転出者の属性
属性及び秩父に対す
る愛着の度合いを示す
(図 1､回 5)Oまた､
転出者の転出先別人数
を示す (図6)｡
転出先は東京23区や
埼玉県J)主要都市など
が多い｡また､秩父に
対する愛着について否
定的な回答者は一人も
見受けられず､中宮地
図4 対象者の性別･年齢
図5 秩父に対する愛着の度合
町からの転出者は秩父に対し高い愛書を持っているとい
う事が伺えた｡
3-2転出契機別に見る転出時の年齢･転出意識
秩父からの転出契機は大きく分けて進学､仕事上の都合､
結婚tlいう3つの契機に分類できた (図7)｡
(1)｢進学｣を契機とした転出
全員31歳未満と非常に苦い時期に転出を行っていた｡
転出に対する意識は ｢どちらかと言えば出たかった｣｢ど
Eg]6 対象者の車云出先別人数
ちらとも言えない｣が多く
見られ､転出に対してやや
積極的な意識を持っていた
事が伺えた｡
(2)｢仕事上の都合｣を契
穂とした転出
=0歳未満でJ)転出が多
いが､二1歳以上でも転出
は行.iっれていたL,転出に対
する意識は､コ0競以下で
は ｢とても出たかった｣か
ら ｢どちらかと言えば出た
くなかった｣まで平均的に
見られた｡一万､21歳以
上では転出に対する積極的
な意識は見られなかったLl
(3)｢結婚｣を契機とした
転出
回答者20人中18人が女
性であり､大半が:0代の
うちに転出を行っていた｡
転出に対する意識は､全体
的に｢どちらとも言えない｣
I無蕊年中出と 出言ど 言ど 出言と 出と
ヒて たえち えち たえちかも かfら なら くlfち くもつ つか いと なか なた たと も カヽと かつ つ
た .転
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沌円内の数値は人鼓を表す｡
図7 転出契機･年齢別
に見る転出意識
が多いが､コ0代後半においては転出に対し消極的な意識
も見られた0
3-3転出契機別に見る転出に影響を与える意識の背景
転出意識に関する自由回答より､転出契機別に見られる
転出意識に影響を与えている背景を示す (東嶺)､7-｡
(1)｢進学｣を契機とした転出の意識の背景
稽極的転出者には『都会への憧れ』や『新しい生活-〟
期待』が多く見られ､苦い年代であるた裾二部会や新生活
に対して強い興味を持っていたということが伺える｡消極
的転出者には『通学できない』という意識要因が特に多く
見られた｡交通の便の悪い秩父市から大学に行くには､転
出することが止むを得ない状況であると言える｡
(2)｢仕事上の都合｣を契機とした転出の意識の背景
転出契機である仕事に対しての意識が強く転出行動に影
響を与えていた｡積極的転出者は『やりたい仕事がある』
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表4 転出契機別に見られる転出に蘭する意識の背景
ち忠来a 冗O横博的畢剖△中立 牽因項目÷ 人世一 十滴唾 七出に対する書
進 0都会への憧れ ÷ 6 卒齢約に東凝滞-の洩身も≠輿韓が非常に漁か03恵む
づた Jl tかづた
O新しい生活への期待∴ 6人 ､- ､_■-人音らしをしてみた七十つたや
しい上せでの生活に する風 ち
こー壊父 不満 2 閉親的恕皇漁師が藤野好藩でなか瑠た勾
字ム連字のため て 9人 当然大挙に行くた十出たという感∴連写JT七や 前々 から一骨fi出うむJLttやつていた
★連字できない 十14人 Pi7L bゆ東学が意宅か転適えなか-3たため
★秩父への愛書 一人 凍1をヰれう黄しきす
斗新しい生活への不安∵ 1人 -人音らしできるのか心鮭だった心
仕Oやりたい仕事がある: 3人 やりたいすが十珠Jでを士下さ丁碇七二士だったナ
事0都会への偉れ 4人 電束に洩れていたやO新しい生活への期待: 2人 一人l昏らしをしてキたい尽韓ももあったJII=-早
上ユ就野の都合 4 魔蕊蔓こ鹿磯したた妙甘就職した貴か青勅}ノたた
の ¥市内に仕手がない 3人 +I:?+★や寸親父で看護能事が棲む､溢
都 ★勤め先の都合 2 会社の腐食で出藍ので自分の意志では窯も㌔
& ★連動できない : 3 通勤が可鷺であれば出る事も窯かつた争=⊃Y他の土地への不安 : ー 鰻の忠地毒こ多少不安があった可
鰭O都会への憧れ 一人 l新しい.生活が始まる額やもありました七
C)新しい生活への期待: 一人 秩父から出てみたい.菟拷ちもあった燥
△結婚のため T 4人 諒埼したたやであり､｢出たい⊥十出たヾ ない十とい音藻的な屯三出ては尊い
ム相手の都合 二 4人 主人Jl仕斗Jl碍珠,
ことで転出を行っており､消極的転出者は 『市内に仕事が
ない』『通勤できない』ことから転出を行っていたOまた､
積極的転出者には都会や新生活への強い興味も伺える｡
(3)｢結婚｣を契機とした転出の意識の背景
転出者の多くは結婚fn束を背景として挙げていた｡転出
者の多くは 『結婚のため』『柏手の都合』により転出して
おり､意識的な転出ではなかったと言える3
3-4転出者の転出時 ･現在における居住指向の変化
転出者は転出時には比車軸勺､積極的に都会へと転出を
行っていたo Lかし､現在では転出者のおよそ半数が､秩
父に帰りたいという意識を持っている (図8)｡転出契機
別に見ると､特に進学による転出者において転出時には
12.1%であった故郷指向が現在ではi5.4%にまで上昇し
ている｡また､仕事上の都合による転出者､結婚による転
出者においても同様に故郷指向が上昇していると言える｡
3-5帰還に影響を与える要因
帰還意識に関する自由回答より､帰還意識毎に帰還に影
響を与えている意識の要因を示す (図9)｡全体を通して
『家族』『仕事』が大きく帰還意識に影響していたO両親の
存在が秩父-の帰還意識を高めているが､-方で子供の存
在､仕事の問題が帰還意識を減衰させている｡また､｢大
変帰りたい｣を選択した回答者には『故郷』に関するもの
が見られたO｢出来れば帰りたい｣を選択した回答者は仕
事の問題から 『老後』における希望として帰還意識を持っ
てt.､る者が多く見られたO帰還拒否者は『転出先』の利便
㊥16㊥6@1
中立的転出者
:;-iI-_-IL_I: I_ ≡_- 覇
｣ 一 転 出 意 識 - -
〔 転 出 理 由 】
@ 連 字 ㊥ 結 婚
㊥ 仕 事 上 の 都 合
図 8 転 出 者 の 居 住 指 向 の 変 化
二も 国 中 の 故 字 は 該 当 す る人 魚 を 表 す ｡
図9 帰 還 に 関 す る意 識 の 要 瓦
性や秩父-の 『不 満 』 ､ 都 市 と 田 舎 と の 『 価 値 観 』 J l 違 い
等を挙げている0
3-6転出者の 帰 還 意 識 と 活 動 へ の 参 加 意 識
転出者の う ち 帰 還 願 望 者 は 3Ll 人 (1 5 . 9 L7-吊 見 ら れ た (図
1O),帰還頼 望 と 地 域 活 動 へ の 参 加 意 識 は 相 互 に 高 ま っ て
いく事が分か る0 - 万 帰 還 拒 否 者 に お いて も ､ 帰 還 は 困 難
だが ｢普段秩 父 に 住 ん で いな いた め ､ 積 極 的 に 地 域 行 事 に
関わr)たい｣と いっ た 地 域 活 動 - の 参 加 意 識 が 見 ら れ た ｡
3-7ライフステ ー ジ (8 ) で 見 る活 動 へ の 参 加 意 識
ライフステージと参 加 意 識 と の 関 係 を 見 ると 子 供 が 生 ま
れると同時に参加意識が高 ま り そ の 後 漸 減 し て いる事 が
分かる (図 11)aこれは ｢子供 の 顔 見 せ ｣ を 理 由 と し た 帰
省をきっかけに故郷への愛育が高まるが ､ 子 供 の 成 長 と と
もに故郷との関係が疎遠になること等が 関 連 し て いる と
思われるDこの事から､子供の成長が故郷に対 す る意 識 の
図11 ライフステー ジ別に見る地域活動への参加意識
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変化を起こす要田の一つとなっていると言える｡
4.地域活動参加に意欲的な転出者の帰省時の行動の特徴
本章では､転出者のうち故郷での地域活動に対し積極的
な参加意識を有する者 (以後､積極的参加意欲者とする)
について､帰省頻度及び各帰省時に行う行動より故郷との
関わり方の特徴を明らかにするO
4-1 転出者の地域活動に対する参加意識
29名 (38.2%) が
地域活動への参加に対
し積極的な回答をして
いる (図 12)｡ また､
37名 (48.6?:JS)は ｢ど 図12 地域活動への参加意識
ちらとも言えない｣と回答をしており､拒否的な回答は
lo宅 (13.2%)しか見られなかったO
4-2帰省日程に見られる特徴
全体及び積極的参加意欲者の年中行事及び不定期な帰省
での帰省頻度について､それぞれを示す (図 13､回 11)｡
(1)年中行事での帰省に見られる特徴 (9)
全体を見ると､正月､盆といった親族間の慣例行事があ
る時期に高い帰省時度を示した｡樗極的参加意欲昔に昔日
すると､全体に比べ帰省確度が高くなっている｡特に秩父
夜祭を始めとした地域の祭りや行事､彼岸においてその傾
向は顕著である｡
(2)不定期な帰省に見られる特徴
不定期な帰省は､主に ｢実家に由来する帰省｣｢知人に
由実する帰省｣｢時間的余裕に由来する帰省｣｢地域活動に
由来する帰省｣のJ傾向が見られるJ積極的参加意欲音で
は ｢地域活動に由来する帰省｣が若干高まってはいるが､
総じて2着問に大きな違いは見られなかった0
4-3帰省時における知人との交流
(1)秩父における知人の人数
転出する前からの知人とは､全体の900/も以上の人が今
でも交流があると答えている (図 15)｡積極的参加意欲者
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図13 時期別に見る帰省頻度
図14 理由別に見る不定期な帰省
は知人の人数はより多くなっている｡転出後に知り合った
知人が秩父にいる者は40%に満たないが､積極的参加意
欲者を見ると10%程高くなっている｡
(2)年中行事での帰省時における知人との交流
正月にはおよそ30%の対象者が､またG.W.､盆にはそ
れぞれ 15%近い人が知人と会っている (図 16)｡積極的参
加意欲者に着目すると､それぞれ全体に比べ高い割合を示
す中､正月は全体と等しい｡正月には､参加意識に関わら
ず帰首した転出者は知人との交流を行っていることが伺
える｡一方､秩父夜祭では全体に比べ2倍のおよそ209/A
が知人と会っている｡
4-4帰省時における地域との交流
全体として各婦首時には地域との交流はあまり行われて
いないのが現状である (図 17)が､秩父夜祭ではおよそ
:O'?･もU)対象者が地域との交流を持っているO積極的参加意
欲者は､およそ半数が秩父夜祭で地域との交流を持ってい
る｡また､川瀬祭り.:10)でも地域との交流を持つ割合は高
くなっており､地域の祭事が知人との交流の場となってい
ることが分かる｡
5.地域活動参加経験者の活動参加要因
地域活動への参加経験のある転出者 (以後､活動参加経
験者)と参加経験の無い積極的参加意欲者 (以後､潜在的
活動参加者)の地域活動に対する考えを明らかにする事
で､地域7盲動参加-の意識の差異を明らかにするL.また､
転出者､積極的参加意欲音､活動参加経験者､潜在的活動
知人の種類 対貴 i 知人の人世
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図16 時期別に見る知人との交流
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参加者 の4つの分類を整理する (図 1S)｡
5-1活動参加経験 者 の概要
(1)活動参加経験 者 の属性
地域活動- の参
加 経 験 者 は 11人
(13.8% )見 られた
(表 5㌦ 主に30代
後半- 40代前半が
多い｡このうち男性
は8人おり､皆祭に
関係する活動に参加
●
■=｢
転出者(76)
図18転出者 の 分 業責
※()内は人数を表す,
している(lLlj女性はそれぞれ個人の興味の あ る 活 動 に 参
加している傾向があった｡
(2)活動参加経験者の活動参加へのきっかけ
地域活動へ参加したきっかけを見,Sと､子供Jl頃 か ら の
地域活動-の参加が継続 しているもJ)と地元L71知人 を 介
して地域活動に参加しているものが見られた｡
5-2地域活動への参加意識を形成する要因
ヒア リング調査により参加意識･n汗三成要因を把握する
(図 19)｡両者に見られる特徴として､故郷へJ7『愛育』
に関するものが多く見られるOまた､『町U')伝統』を挙げ
ている意見も多く見られたu『知人』については様 F:な傾
向の意見が見られた｡また､｢田舎に戻りたい｣た裾 こ今
のうちから活動に参加し､『帰還』に向け地域との交流を
作っておきたいという意見等も,q.られた｡
しかし､活動参加経験者と潜在的活動参加者との活動に
対する参加意識の間には大きな差異は見られなかった｡
5-3地域活動への参加に対する要望
活動参加経験者と潜在的活動参加者の地域活動への参加
に対する要望を示す (図20)｡
(1)参加したい活動
両者共に､｢町会と子供に関するもの｣や ｢地域を盛り
上げていくこと｣等若干J)具体性を持った希望を挙;･プてい
るが､具 体 的 な 活 動 内 容 にまでは至っていない｡特に潜在
的活動参 加 者 は 具 体 的 な 活 動を把握しておらず､漠然と秩
表5 活動 参 加 経 験 者 の 参 加 した地域活動
杏早a剃年齢 活動 手水したきっかけ
1顔ヱ6中宮地青年部(貧､清掃 ､行事 )
2 中宮栂青年部 発硬の十十やで十 Ⅰ
堵軒青年部 髭遜がも､て≠丸拳不愚.形ため麓竜が沙毒すないので翠葱43た払
太鼓 小や輯ハ頼 ,)､キャリとやっているや
罪37珠父弟-小字栓ソフトボー ル 違蔑還憲法雷諾 芳香警峯義慧蒜莞撃等管架空悪態始ま鴫
漁獲響 ニー 小 二iJl*に自寸が咋つたやもりと有徳L'tや出た人が斗
ん/+懲 りに珊わづていキナる亡やにや年を七七七出1らヾなる
う､へそ ｢い 1LTlを作りておいてやらキいとj
4早37ヰ宮地青年部宮地お祭り珊連
5辛38中亨地青年部 小二の頃か らやりていた.凄味の一八宮地太鼓保存会 小二J'境か らやっていたや凄味√一つナ
6顔40秩父夜祭の団体 とは､諾願 磨 鵬 つき 和人に誘われたす
7男43中宮地青年部 ?輯てiこいる鴻毛♪与漣に誘われて斗氏子青年会 秩父にも､養鰻蒐将友達に夢われで由
8罪4中雪地青年部 壁野豊野のための申誓登傘努が複藷したのを紫磯喜貫首な_畠卑
刺に市碇寸そJT車は与だ煉1にいて､そや時の上‡LTljン十一 いた十
9女39ウリンガ-協会
10女52生協活動
日女 演劇鑑賞念 書墓60語り部会
一°･● ･∴!･∴ ･･一 ･ ･･ ._'､I.I .I-･-:;:･l T: , I ･.. I､ ､ ･‥･●'t.･一･t‥･'I∴ ･- :..: .I･(2)参加への展望･､:I-●二●∴∴ . ∴･ 一∴ ･･ . ･ .･一-･L':‥,.ミ∴∴ 二 ･ - ･. 一 ･ ･_I:-･-･･.･'･ ､ ･.- I ･ ､ ･者において､参加の『きっかけ』を望む意 見 が 多 い ｡ ま た ､
地 域活動の『情報』を望む声も多い｡
6 ま と め
6- 1 本 研 究 のまとめ
本 研 究 で 得 た 転出者の秩父に対する意識 と秩 父 と の 関 わ
り方 の 現 状 を 示 す (図 21)a
① 転 出 者 の 持 つ 故 郷 へ の帰属意識の変化及び 地 域 活 動 へ
の 参 加 意 欲 の 特 徴
転 出 者 の 多 く は 都 会 や 自 活 に対する憧れ､仕事 ･進 学 上
LT)都 合 に よ り積 極 的 に 転 出 を 行 っ ているL,しかし転 出 期 間
や ラ イ フ ス テ ー ジ の 変 化 等 に よ り､ 転 出後の転出者 は 故 郷
図19 地域活動への参加意識を形成する要因
図 2 0 地 域 活 動 へ の 参 加 に 対 す る 要 望
-977-
に対す る帰還意識を持つ ようになることが多いO このよう
に転出者L7_)故郷への帰属意識は､転出後 しばらくの時間を
経 ることによって高まるOまた､そのような高い帰属意識
を持つ者〔T)多 くは故郷における地域活動-の参加意欲をも
持 ち合わせている｡
②地域活動参加 に意欲的な転出者 に見 られ る帰省時の行
動の特徴
請極的参加意欲者は秩父花祭な ど地域のち虫自性が現れて
いる祭事において よく帰省 をし､またその場 を介 して知人
や地域 との交流を行っているO
③地域活動参加経験者の活動参加要因
活動参加経験者は具体的活動-の参加経験がある一方で
潜在的活動参加者は具体的活動 を把握 していない とい う葺
が見られたO また､潜在的活動参加者は地域活動(7可吉報や
6-2地域活動支援への参加のための指針
1.転出者 に対 して
転出者の多 くは積極的な意識で転出を行 うが､転出先で
の生活を経て故郷-の関心を強めるO このよ うに転出者が
まちの地域活動に興味を持つには転出後 しば らくの時間が
必要であるOこのような転出者を地域と結びつけていくiこ
は､転出者が転出後時を経ても気軽に地域との交流を図れ
るような仕掛けが必要である｡具体的には､子供が生まれ
た時に地域活動-の参加意識が高まる事から､子供と一緒
に秩父夜祭に参加できるといった子供を介した地域 との交
流が考えられる｡
2.積極的参加意欲者に対して
秩父夜祭は､転出者にとって帰省時における知人や地域
との交流の場となっている｡このような地域の独自性を持
つ祭事を存続させていくとともに祭事-の参加の受け口を
積極的に作って行く事で､転出者と地元の人間､転出者と
転出者の交流が生まれ､そこから他の地域活動-の参加の
きっかけにも繋がって行くと思われる｡また､祭事が転出
者にとっての地域や知人とのつながりの場となるためにも
幼少期から積極的に地域の子供達を祭事に参加させていく
ことが重要である0
3 . 潜 在 的 活 動 参 加者に対して
潜 在 的 活 動 参 加 者 は 具 体 的 な 地 域 活動を把握 しておらず
地 域 活 動 に 対 す る情 報 や き っ か け を 求 め て い る こ と から､
イ ン タ ー ネ ッ ト な ど で 地 域 活 動 の 具 体 的 な 情 報 を 発 信 す る
とともに故郷の住民や活動参加経験者などが硝極的に具体
的活動-の参加のきっかけをつ くってい く事で､潜在的活
動参加者は転出地での生活 との調整を行った上地域活動に
参加す る事が可能 となるであろ うo
l脚注
Ll)以後､本論文では ｢地域活動｣とは転出者(･T)故郷における
地域活動を指す｡
(コ)文献｣による｡
(3)秩父夜祭は毎年 13日2-3E3にかけて行いiL 京都両の祇
園票､岐阜県(T7高山祭と並ぶ日本三大曳山祭の一つで(LhるO
(4)文献5による｡
(5)柿沢祭りは､近年復活した中宮地町t,'1祭りであるC
(6)文献6による.､
(7)以夜､｢とても出たかった｣｢どちらかと言えば出たかった｣
と解答した者を領極的転出者､｢とち ちかと言えば出たくな
かった｣｢とても出たくなかった.と解答した音を消極的転
出者とする｡
(8㌧文献 7の分類を参考にL､ライフこく千一ジを区'iした｡
(9)本研究では､正月､ゴー/レデンウ.1･-.,?(G.u●.上川瀬祭り､盆､
彼岸､秩父夜祭､その他LT)祭や行事を年中行事として根上
(10)川瀬祭りは､毎年 7月 19-30日に市内の中心部で行われ
る祭である｡
〔11)中宮地青年部は､柿沢祭 lフを復活させた際に結成された組
織であり､柿沢祭りの運営に大きく携わっているため票に
関係する活動であると言える｡
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